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用
｣
『漢
学
研

究
』
三
-
二

･
二
､
p
p
.
9
)5
I
9
)9

『方
史
学
研
究
国
際

検討
合

論文
集
』

｢囲
書
管
理
｣
『歯
科
技
工
士
養
成
所
専
任
教
員
講
習
舎
テ
キ
ス
ト
』
(坐

囲
歯
科
技
工
士
教
育
協
議
合
編
)

一
九
八
五
年

｢中
国
語
文
願
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
-

漢
字
僻
書
と
-
に
漢
字
属
性

の
問
題
-

｣
『大
学
囲
書
館
職
員
講
習
合
テ
キ
ス
ト
』
(文
部
省
学
術

国
際
局

編
)

一
九
八
六
年

｢横
目
本
紀
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
｣
『京
都
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

研
究
開
費
部
第

一
回
研
究
費
表
禽
資
料
』

1
九
八
六
年

｢中
国
語
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
-

多
種
の
漢
字

(文
字
)
を
用
い

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
異
鰭
字
の
庭
理
-

｣
『大
草
圏
書
館
職

員
講
習
合
テ
キ
ス
ト
』
(文
部
省
学
術
閲
際
局
編
)

一
九
八
八
年

｢太
平
御
髪
及
其
他
古
類
書
的
文
件
数
据
庫
｣
『漢
学
研
究
資
源
国
際
検

討
含
論
文
集
』

一
九
八
八
年

｢中
国
撃
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
め
ぐ

っ
て
-

情
報
資
源
-

｣
『大
学

固
書
館
職
員
講
習
合
テ
キ
ス
ト
』
(文
部
省
学

術
国
際
局
編
)

1
九
八
九
年

｢中
国
撃
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
め
ぐ
っ
て
-

文
字

･
用
語

･
文
字
列

-

｣
『大
学
固
書
館
職
員
講
習
合
テ
キ
ス
ト
』
(文
部
省
学
術
国
際
局

編
)

1
九
九

〇
年

｢漢
字
文
化
の
今
日
と
未
来
-

国
際
化

･
情
報
化
の
中
で
-

｣
『
日

本
中
国
学
合
第
四
三
回
大
倉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
集
』

一
九
九

〇
年

｢中
国
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ー

目
録
の
周
遺
-

｣
『大
学
囲
書
館
職

員
講
習
合
テ
キ
ス
-
』
(文
部
省
学
術
国
際
局
編
)

一
九
九

一
年

｢新
漢
字
コ
ー
ド
作
成
試
論
｣
『大
撃
囲
書
館
職
員
講
習
合
テ
キ
ス
ト
』

(文
部
省
学
術
国
際
局
編
)

一
九
九

一
年

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

l
九
九
二
年

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
四
年

一
九
九
五
年

一
九
九
五
年

l
九
九
六
年

｢漢
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
め
ぐ
る
諸
問
題
｣
『東
洋
学
研
究
支
援
ツ
ー
ル

の
算
用
化
に
関
す
る
研
究
』
京
都
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

｢電
子
計
算
機
お
よ
び
電
子
印
刷
用
の
標
準
漢
字
字
形
の
閲
費
｣
情
報

虞
理
学
合
研
究
報
告

『人
文
科
学
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
』

一
四
-
五

｢活
字
が
消
え
る
日
｣
N
H
K

『現
代
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

｢漢
籍
の
情
報
虞
理
に
お
け
る
電
子
漢
字
の
効
用
｣
『学
術
情
報
セ
ン

タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』
二
二

｢漢
籍
日
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(C
H
I
N
A
4
)
の
閲
費
｣
『大
学
圏
書

館
職
員
講
習
禽
テ
キ
ス
ト
』

(文
部
省
学
術
囲
際
局
編
)

｢中
団
体
数
史
学
は
僧
砧
に
始
ま
る
｣
『大
乗
儒
典
中
国
日
本
編
八
』
月

報

中
央
公
論
社

｢古
典
テ
キ
ス
ト
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
庭
理
｣
国
文
学
研
究
資
料
館
第
四

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
集

『国
文
学
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
』

｢多
文
字
封
鷹
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
｣
『
公
立
大
学
協
合
圏
書
館

協
議
合
報
告
書
』

｢電
字
の
国
際
標
準
化
と
文
字
フ
ォ
ン
ト
作
成
法
｣
『東
洋
学
研
究
に
お

け
る
研
究
者
用
C
D
-
R
O
M
の
賓
用
化
』
京
都
大
学
大
型
計
算
機
セ

ン
タ
ー

｢
『漢
字
典
』
の
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究

へ
の
鷹
用
｣
『重
鮎
領
域
研
究
沖

縄
の
歴
史
情
報
研
究

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
三

｢京
都
大
学
人
文
科
挙
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要
｣
『全
国
文
戯

･
情
報
セ
ン
タ
ー
人
文
敢
合
科

学
学
術
情
報
セ
",
ナ
-
シ
-
I
ズ
』

7

｢JtS
-
X
O
2
2
)
を
め
ぐ
る
諸
問
題
-

付
t

JZS
I
X
O

2
2
)

24
ド
ッ
ト

漢
字

フ
ォ

ン
-

出
力
見
本
-

｣
『全
国
文
願
･
情

報

セ

ン

タ
ー
人
文

杜
倉
科
撃
学
術
情
報
セ
-
チ
-
シ
リ
ー
ズ
』
三
t
p
p
.
∽
-
M
u

｢JIS
-
X
O
22
)
24
ド
ッ
-
漢
字
フ
ォ
ン
ト
出
力
見
本
～

付

補

遺
二
五

〇
四

1
字
-

｣
『
全
国
文
願

･
情
報
セ
ン
タ
ー
人
文
社
食
科
挙
学
術

542
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情
報
セ
-
ナ
-
シ
リ
ー
ズ
』
四
㌧
p
p
.)7
-

47

事

典

一
九
七

一
年

『世
界
文
化
大
百
科
事
典
』
世
界
文
化
社
'
｢
ア
ン
ポ
イ
ナ
事
件
｣
｢永
楽

大
典
｣
｢王
玄
策
｣
｢九
品
宮
人
法
｣
等

1
九
八
四
年

『大
百
科
事
典
』
卒
凡
敵
､
｢石
潰
絶
大
郎
｣

｢諒
｣
｢王
雲
五
｣

｢芥
子
(中

国
)｣
｢聖
教
(中
国
)｣
｢蕎
変
(中
国
)｣
｢

百
科
事
典
(中
国
)

｣
等

T
九
九
八
年

『
日
本
古
典
籍
書
誌
学

辞
典
』
(編
)
岩
波
書
店
'
｢目
録
撃
｣
｢版
本
撃
｣

｢校
勘
学
｣
｢
四
庫
全
書
｣
｢侠
存
叢
書
｣
｢重
文
志
｣
等

一
九
七
八
年

『世
界
樽
記
大
審
典
』
ほ
る
ぷ
出
版
社
､
｢鄭
道
元
｣

｢楊
守
敬
｣




